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11 主体的・対話的で深い学びを生み出す授業づくり
　多くの教師が、子どもの主体的・対話的で深い学びを実現するための授業づくりに取り組んでいます。あなた

もその1人ではないでしょうか。教科書は、その真摯な取り組みを支える手だてのひとつです。「教科書を教え

る」のではなく「教科書で教える」ことは、多くの教師が心掛けていることでしょう。教科書の内容をなぞるよう

に伝えるだけの「教科書を教える授業」では、子どもの主体的・対話的で深い学びを実現することはできません。

教師が教科書を使いこなすことで子どもに伝えたい数学の魅力を発信できる「教科書で教える授業」が必要なので

す。新しい啓林館の教科書は、このような教師の思いを実現するための様々な工夫を凝らして編集されています。

ここでは、数ある工夫の中から、「利用のステップ」の改善、「たいせつな考え方」の設定、「ＱＲコンテンツ」の充

実について解説しましょう。

22 「利用のステップ」の改善
　学習指導要領では「子どもが数学を学ぶことで何ができるようになるのか」という視点から、数学的活動におけ

る問題発見・解決の過程が重視されています。全国学力・学習状況調査でも、子どもが学んだことを現実の世界

や数学の世界で活用できるかどうかを問う問題が繰り返し出題されています。このような問題に対応し、学んだ

数学を活用できる子どもを育てるにはどのような指導をすればよいでしょうか。啓林館の教科書では、これまで

も多くの章に設けた「利用の節」の中で、3つのステップを設定して問題発見・解決の過程を子どもが経験できる

ようにしてきました。これによって、学んだことを活用するためには何を考えることが大切なのかを子どもが理

解できるようにしたいのです。 

主体的・対話的で深い学びを支える教科書

永田　潤一郎 （文教大学教育学部・教授）

次ページに続く
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　新しい教科書ではこのような考え方を一歩進めて、

「利用のステップ」の改善を図りました。例えば、「デ

ータの活用」領域を除く3学年の全章に「利用の節」を

設けて「利用のステップ」を盛り込みました。また、そ

こで取り上げる題材を、現実の世界の問題だけでなく

数学の世界の問題にもひろげました。これによって、

より多くの様々な指導内容について、教師が「利用の

ステップ」を活かした授業づくりに取り組むことがで

きるようにしたのです。

「利用のステップ」の説明（1年、p.4）

33 ｢たいせつな考え方」の設定
　主体的・対話的で深い学びでは、子どもが数学的な

見方・考え方を働かせることが大切です。数学的な見

方・考え方は、数学的に考える資質・能力の三つの柱

である「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力

等」及び「学びに向かう力、人間性等」の全てと相互に

働き合うものです。つまり、子どもがこれらの三つの

資質・能力をバランスよく身に付けることで、数学的

な見方・考え方も高まっていくことになります。この

うち、「思考力、判断力、表現力等」として、どのよう

な場面で、どのような力を発揮して学びを深めること

ができたのかを子どもが理解できるようにするために

提示しているのが「たいせつな考え方」です。教科書の

本文では、対応する記述にアンダーラインを引き、右

余白にどのような考え方を用いたのかを示しています。

下の図は第3学年「二次方程式」で、(x+m）2=nの形の

二次方程式の解き方を考える場面です。ここでは解決

の方針として、既習の二次方程式X 2=nの形に改め

ることを「すでに学んだ形にする」という標識として示

しました。

「たいせつな考え方」の例（3年、p.72）

　「たいせつな考え方」は問題発見と問題解決の2種類

に大別して示してあります。これらを子どもが用いる

経験のできる場面を授業の中に繰り返し設けることで、

その大切さを実感させたいのです。

「たいせつな考え方」の説明（1年、p.6 ～ 7）

　なお、三つの柱に沿って整理した資質・能力のうち、

「学びに向かう力、人間性等」については、子どもの主

体的に学習に取り組む態度を育むことに役立てられる

よう、全ての章末に「章のあしあと」のコーナーを設け
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ました。例示した振り返りを基に、子どもがこの章の

内容を学んでわかったことやできるようになったこと、

さらに学んでみたいことなどを考えることで、自らの

学習の状況を把握し、今後の学習につなげられるよう

にしたのです。下の図は、第1学年「文字の式」の章末

に掲載した「章のあしあと」です。

「章のあしあと」の例（1年、p.85）

　このような教科書の内容を教師が授業で活かすこと

で、子どもの数学的に考える資質・能力をバランスよ

く育み、数学的な見方・考え方を高めてほしいのです。

44 ｢ＱＲコンテンツ」の充実

　啓林館では、現在使用されている教科書にも様々な

ＱＲコンテンツを盛り込んでいますが、GIGAスクー

ル構想の進行に伴う1人1台端末の普及を受けて、新

しい教科書ではより一層の充実を実現しました。単に

コンテンツの数を増やしただけでなく、内容を工夫し

ています。コンテンツを子どもの学びの実態に合わせ

て活用することは、教師の授業づくりの選択肢をひろ

げることにつながります。

　新しい教科書に掲載したＱＲコードには、それぞれ

マークを付けて分類してあります。これによって、コ

ンテンツの内容をイメージしやすくしました。右上の

図は、第2学年「図形の調べ方」で、対頂角の性質につ

いて指導する場面です。 マークのついたＱＲコー

ドは、子どもが操作して考えることができるコンテン

ツです。ここでは2直線を動かして交わる様子を変化

させながら考えることで、対頂角の性質を見出すこと

ができます。

ＱＲコンテンツの例（2年、p.98）

　これに対して下の図は、第1学年「方程式」で、線分

図を用いて数量の関係をとらえ、方程式をつくること

について指導する場面です。 マークのついたＱＲ

コードは、教科書の内容を動画で補足するコンテンツ

です。ここでは、あめの配り方から過不足の状況をと

らえ、線分図に表す様子をわかりやすく説明していま

す。

ＱＲコンテンツの例（1年、p.105）

　新しい教科書のＱＲコンテンツには、ここで紹介し

た以外にも様々な内容が盛り込まれています。授業づ

くりの段階で、対応する指導内容のページに掲載され

たコンテンツを実際に経験し、授業での活かし方を考

えてみてください。

引用・参考文献　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　
●  令和7年度用教科書『未来へひろがる数学』啓林館　
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1962 年東京都出身。千葉大学大学院教育学研究科数学教育専攻修了。中・高等学校に教諭として 17年間勤務後、2005
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2012 年より文教大学で教員養成に携わりながら、全国各地で行われる研究会や研修会に積極的に参加して学校現場の先生
方と学び合う機会を大切にしている。
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22 面積図で連立方程式を解く
　3世紀ごろの中国の書物

『孫子算経』（教科書p.25の

QRコードを読み取ると実

際の本 (写本 )を読むこと

ができます）の問題である

という紹介をすると、子ど

もたちは興味をもって取り組んでくれます。難しい漢

字も少ないので、何とか読み取ることができるかもし

れません。読み取れない子どものためにも、問題を確

認します。

　まず、雉と兎の足の数を知らない子どもがいるので、

雉の足は２本、兎の足は４本であるということを確認

して問題の理解を促し、個人で考える時間をとります。

　子どもたちは、次の①～⑤のように考えていきまし

た。（実際には、自由に発言したり、授業者が意図的

に指名したりして進みました）

❶一次方程式で考える

　中学1年で学んだ一次方

程式で考えることができて

います。このような既習の

考えを認めて、授業で紹介

していきたいです。

雉と兎が同じ籠の中に入っている。頭の数は35で、
足の数は94である。籠の中には、雉と兎はそれぞ
れどれだけいるか。

11 中学生は図を使えますか？
　算数から数学へと内容が抽象的になり、立式するこ

とや式を読み取ることに困難さを示す子どもたちが多

いと感じています。そんなときに、子どもたちの考え

る助けとなるのが線分図や面積図です。小学校では丁

寧に指導され、子どもたちが自在に使える道具である

にもかかわらず、中学校の授業では式が大切にされ、

授業内ではあまり共有されていないのではないでしょ

うか。数量関係を式で表すだけでなく、図に表すこと

で深い意味理解につなげたいと考えます。

　平成29年告示学習指導要領の第2学年の内容「A(2)

イ（イ）連立二元一次方程式を具体的な場面で活用する

こと」について、解説には「特に立式の段階においては、

数量の関係を捉えて、例えば、個数の関係、代金の関

係、長さの関係、時間の関係、重さの関係など、ある

特定の量に着目して式をつくるようにしたり、捉えた

数量を表や線分図などで表してその関係を明らかにし

たりすることも有効である。」（文部科学省2018、波

線は筆者）とあります。式と図を用いた豊かな表現力

は、中学校数学3年間を通して育んでいきたいです。

今回は特に中学2年「連立方程式」において、子どもた

ちが式と図を関連させながら、数量関係を明らかにし

ていくことで、表現力を育みたいと考え、啓林館の教

科書巻末（自分から学ぼう編）の「学びをいかそう～つ

るかめ算」（p.25～ 26）で紹介されている教材を、次

のように授業化し実践しました。

豊かな表現力で世界を広げ楽しむ授業をめざして
～ 数式と図形を関連させながら数量関係を捉える ～

菊野 慎太郎 （静岡大学教育学部附属静岡中学校・教諭）
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❷絵や図で表現して考える

　具体で考えることも大切です。1人1台端末 iPadと

ロイロノートを使用して、子どもの考えを全体で共有

します。

❸表で考える

　表で整理している子ども

の考えもすてきです。立式

につながります。

❹連立二元一次方程式で考える

　塾などで予習していれば連立二元一次方程式を使っ

て考える子どももいます。

❺面積図で考える

　面積図の考えを全体で共有しました。もし面積図で

考えている子どもがいなければ、授業者から提示して

もよいと考えます。「〇〇さんはどのように考えたの

かな」「式と図にどのようなつながりがあるのだろう」

と問い返すことで、連立方程式とその解き方の意味理

解につながります。

　子どもたちの考えは多様で、それぞれに価値があり

ます。面積図だけでなく式につながる多くの考えを全

体で共有することで「そのような考え方があったの

か！」と仲間の考え方に感動することでしょう。その

感動が子どもたちの表現力を育むはずです。

33 小中高のつながり
　線分図、面積図は今回紹介した単元以外にも、中学

3年の「式の展開と因数分解」「二次方程式」などの単元

で式と結び付けて考えることができます。そのため中

学1、2年においても、線分図、面積図での考え方を大

切にした授業を実践することが望ましいです。また、

高校数学A「条件付き確率」において、公式による求め

方だけでなく、面積図を利用して確率を求めることで

意味理解につながります。式だけでなく表や図で考え

るなど豊かな表現力は、高校数学はもちろん、その後

の学びにおいても大切になってくるでしょう。豊かな

表現力を育み、子どもたちのよりよい生き方を願い、

授業を実践していきましょう。

引用・参考文献 
●  文部科学省（2018）『学習指導要領解説数学編』
●  令和3年度用教科書『未来へひろがる数学2』啓林館
●  『孫子算経』国立国会図書館デジタルコレクション
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1983年石川県生まれ、静岡市内公立小中学校教諭を経て現職。「学びの自覚」をテーマに各教科で「育みたい人間像」「願う
子どもの姿」を設定し、授業研究をしている。令和6年11月1日（金）教育研究協議会を開催予定。静岡大学学術リポジトリ
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板書1：四角形PQRSが正方形になることの説明

Ｔ： 今回は正方形の中に正方形ができることを確認し

ましたが、外（四角形ABCD）が正方形だから中

（四角形PQRS）も正方形なのでしょうか。

Ｓ：そうだと思いますが…。

Ｔ： 本当にそうであるか調べてみましょう。

GeoGebraを用いて確認してもよいです。

（生徒の思考後）

Ｔ：では、わかったことを述べてください。

Ｓ： 外が正方形でも中がひし形になることがあります。

でも、もう1つの仮定をうまく変えなくてはいけ

ません。

Ｓ： 外の図形の対角線が垂直だったら、中に正方形が

できるような気がします。（実際は正方形ができ

ない場合もあります）

Ｔ： なるほど。ということは、中の図形は、ひし形の

ような特殊な四角形ができそうということですね。

Ｓ：できそうだけど…。

11 本校での取組
　本校数学科では、個別最適な学びの1つの側面であ

る学習の個性化の実践として年に3、4回、「単元レポ

ート」の時間を実施しています。この「単元レポート」

とは、通常の授業で疑問に感じたことを解決し、レポ

ートにまとめる取り組みです。そのため、生徒は疑問

に感じたことをノートや振り返りシートなどにメモを

しています。また、教師はそれらをタブレット端末を

用いて生徒に共有できるようにしています。このよう

に、生徒が疑問や問いを生み出す授業の1つを紹介し

たいと思います。

22 実践の概要
　啓林館第2学年の教科書p146の問題を条件変えし、

下の問題を生徒に提示しました。

Ｔ：四角形PQRSは、どのような図形になりますか？

Ｓ：正方形になると思います。

Ｔ： では、この後、なぜ、正方形になるのかをペアで

説明する時間をとりますので、口頭で説明できる

ようにワークシートにメモを書きましょう。

　　（自力解決と口頭での説明、全体での共有後）

正方形ABCDの対角線AC上に点P，R

をとり，対角線BD上に点Q，Sを
AP=CR=BQ=DSとなるようにとる。
このとき，四角形PQRSは，どんな 

四角形になるでしょうか。

生徒が疑問や問いを生み出す授業
～ 教科書の類似問題を用いて ～

佐久間 淳一 （千葉大学教育学部附属中学校・教諭）
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Ｔ： GeoGebraを用いて、中にどんな四角形ができ

るか試してみましょう。そこで、わかったことや

疑問を振り返りに入力してください。

板書2：疑問や問いを生み出す発問と生徒の考え

33 疑問や問いを生み出すために
　本実践において、生徒が疑問や問いを生み出すため

に、発問の工夫とアプリの利用を意識しましたが、本

稿ではアプリの利用について取り上げたいと思います。

　本実践ではGeoGebraを用いました。その理由と

しては生徒の3分の1以上がGeoGebraを使えるか

らです。GeoGebraを使用する場合、図のように動か

す点が8点（実際には点Aを固定するので7点）あり、

試したい図形にするためには手間がかかります。しか

し、啓林館のデジタル教科書に掲載されているコンテ

ンツ (GC)（教科書p146のもの）を使用すれば、5点（実

際には4点）を動かすだけで試したい図形が完成しま

す。しかも、四角形ABCDは必ず平行四辺形、

AP=CQ、BR=DSになるように設定されています。そ

のため、「外がひし形や長方形、平行四辺形の場合は、

どうなるのだろう」という疑問をGeoGebraよりも容

易にも確かめることができます。

　本実践ではGeoGebra を使用しました。授業者と

しては、四角形ABCDが平行四辺形以外の場合も試

してほしいという意図がありました。しかし、板書2

のように四角形ABCDを平行四辺形以外の台形など

にして試した生徒は38名3名のみでした。このよう

な実態や数学を苦手とする生徒が複数名いることを考

えると啓林館デジタル教科書コンテンツを使用した方

が疑問や問いを生み出しやすかったと教師の反省が残

りました。

図：左がGeoGebra、右がデジタル教科書のコンテンツ (GC)

44 おわりに
　これまで、アプリやコンテンツの使用は問題解決の

道具として考えることが多かったように思えますが、

問題発見の道具としての可能性を感じています。この

ような実践を研究し、今後も実践していきたいと思い

ます。

　最後に、アプリやコンテンツをあまり利用したこと

がない先生は、まずは既存のものを使ってみてはいか

がでしょうか。思わぬ発見があるかもしれませんので。

引用・参考文献　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　   
●文部科学省(2017)『中学校学習指導要領解説総則編』
●令和3年度用教科書『未来へひろがる数学2』啓林館
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現勤務校に戻ってきた。「問題発見」に着目して本校数学科の研究を進めているが、同時に個人の研究として環境問題に関
わる数学科の授業づくりをしている。
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11 はじめに
　数学の授業では、生徒が数学的に考えることが目指

されます。そのような授業を通して、生徒には数学の

授業に限らず、その場その時で、自ら考え、行動する

人間に育ってほしいと願っています。したがって、数

学的に考えなさいと言われたから考えるのではなく、

自ら数学的に考えるように促すことが大切です。その

ためには、生徒が数学的に考える必要性を実感できる

ように教材研究することが欠かせません。本稿では、

生徒が数学的に考えるように促すために、どのような

視点で教科書を活用して教材研究するか、事例をもと

に考えます。

22 教科書を活用した教材研究
　教材研究する上で教科書は大切な資料です。ここで

は、第2学年「5章　図形の性質と証明」の導入である

「二等辺三角形の底角が等しいことを証明する授業」を

事例に、教科書を活用した教材研究の視点を考えます。

　まず教科書の導入では、二等辺三角形を作図する活

動が位置付けられています（❶❷）。この活動はなぜあ

るのでしょうか？なぜ最初から「どんな三角形でも二

辺が等しいならば二角は等しいと言えるのか」と問題

設定しないのでしょうか？ここから教材研究が始まり

ます。❶❷の活動では、任意の長さの半径の弧を用い

て二等辺三角形を作図することで、形が変わっても二

辺さえ等しければ、二角が等しくなりそうだという結

果の見通しをもつことが意図されていると考えます。

　次に、見通した結果を数学的に表現する活動が位置

付けられています（❸）。

❸の活動では、数学的に表現することを通して、❶❷

で見いだした事柄やそれらの関係を整理することが意

図されていると考えます。

　そして紙を折ったり、実測したりして❸の命題が成

り立つことを確かめる説明について話し合う活動が位

置付けられています（❹）。

数学的に考えることを促す授業
～ 教科書を活用した教材研究 ～

橋本 善貴 （新潟大学附属新潟中学校・教諭）
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❹の活動では、算数で大切にされてきた操作的説明を、

「どんな三角形でも成り立つか」という数学的な視点か

ら見直すことで、その説明の課題は何か、その課題を

乗り越えるためにどう証明するとよいか、課題の焦点

化や方法の見通しを得ることが意図されていると考え

ます。

　続いて、仮定・結論・根拠を明確にして証明をつく

る活動（問1、問2）と、二等辺三角形の形を変えたと

き、証明し直す必要があるか話し合う活動が位置付け

られています。

　これらの活動では、つくった証明を目的である「どん

な二等辺三角形でも成り立つのか」という視点から見

直すことで、問題解決を終えるとともに、つくった証

明のよさを実感することが意図されていると考えます。

　最後に、二等辺三角形の定義、定理、それらに関わ

る用語を確認する活動が位置付けられています。数学

の用語で自分たちの活動の成果をまとめることで、結

局のところ自分たちは何を証明することができたのか

振り返るとともに、学級以外の人たちにも共有可能な

言語を獲得することが意図されていると考えます。

　教科書では、最初から「どんな三角形でも二辺が等

しいならば二角は等しいと言えるだろうか」と問いを

設定していません。生徒が操作から数学的な性質を見

いだし、素朴に問いをもつように促したり、その問い

を解決するための方法を批判的に考察し、見通しをも

つように促したり、解決した結果を目的に照らして評

価し、学びの成果を自覚するように促したりする工夫

がちりばめられていることがわかります。それらの工

夫によって、生徒が自ら数学的に考える（証明する）よ

うに促すことが意図されています。このように、なぜ

その活動が教科書に位置付けられているのか、なぜ生

徒はその活動をしたいと思うのか、そして、その活動

は数学と生徒にとってどのような意味があるのか等の

視点から教科書を活用して教材研究することが大切で

あると考えます。

33 授業の実際
　もちろん、教科書だけで教材研究するわけではあり

ません。これまでの授業実践の経験に照らし合わせて

教科書を読み取ることで、より生徒の実態に合った授

業をつくることができると考えます。

　この事例では、これまでの授業実践の経験から、生

徒は証明をつくる際、補助線を引く見通しをもつこと

に難しさを感じやすい傾向があると考えます。そこで、

紙を折って確かめる説明を批判的に考える中で、なぜ

折ると二角が等しいことを確かめられていたのか、そ

もそもどのように折っていたのかを生徒に問いかけま

す。それによって、頂角を半分に折っていたこと、二

角がぴったり重なることを折らずに説明できるとよい

ことを見通し、自ら数学的に考えられるように促しま

す。 

引用・参考文献　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　   
●令和3年度用教科書『未来へひろがる数学2』啓林館

PROFILE

橋
はし

本
もと

 善
よし

貴
き

新潟大学附属新潟中学校・教諭
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〈令和7年度用中学校教科書内容解説資料〉



〈令和7年度用中学校教科書内容解説資料〉

英語生活理科算数

小学校

数学 理科

中学校

SUPPORTED TEXTBOOK対応教科書

※ベトナム語以外は、機械音声による読み上げもあります。

韓国語 中国語繁体字 中国語簡体字

ベトナム語インドネシア語スペイン語ポルトガル語タイ語

英語日本語

SUPPORTED LANGUAGE

英語だけではなく幅広い言語に対応英語だけではなく幅広い言語に対応
モリサワ社製のアプリ「カタログポケット」を利用して教科書を多言語表示します。日々進んでいる
人材のグローバル化、共育共生の時代に合わせ、特にニーズの高い言語に対応しました！

対応言語

音声読み上げ機能が効果的
学校現場の指導実態のご意見を取り入れ、文字が読
めない児童・生徒のために翻訳した文章を音声で読み
上げる機能がついています。小学校1年生から中学校3
年生まで幅広い発達段階でのご活用が可能です。

GIGAスクール構想を基にした「1人1台端末」の
環境が揃っています。特別支援の観点からもタブ
レット、PCの学習効果をフル活用した内容です。

1人1台端末環境とマッチ

令和6年度用小学校教科書にも対応

KEIRINKAN DXシリーズMultilingual Text

ユニバーサルデザインに配慮し、リフロー型ポップ
アップテキストで読みやすい仕様です。

全国170以上の自治体が情報配信に活用しているカタ
ログポケットなので、安心してご利用いただけます。実績

UD

アプリケーション
全国170以上の自治体が情報配信に活用しているカタ

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション
日本語支援

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション
日本語支援日本語支援日本語支援日本語支援 有料

Keirinkanマルチリンガル教科書は、Catalog Pocket（株式会社
モリサワ）の自動翻訳機能を利用して、啓林館教科書を多言語
（10か国語）に表示できるアプリです。

外国籍・
帰国子女の
児童・生徒に

外国籍・外国籍・
帰国子女の帰国子女の
児童・生徒に児童・生徒に

外国籍・
帰国子女の
児童・生徒に



東京都文京区向丘2丁目3番10号　東 京 支 社
大阪市天王寺区大道4丁目3番25号

〒113-0023
札幌市中央区南二条西9丁目1番2号サンケン札幌ビル1階北海道支社 〒060-0062
名古屋市中区丸の内1丁目15番20号ie丸の内ビルディング1階東 海 支 社 〒460-0002
広島市東区光町1丁目10番19号日本生命広島光町ビル6階広 島 支 社 〒732-0052
福岡市中央区薬院1丁目5番6号ハイヒルズビル5階九 州 支 社 〒810-0022

〒543-0052本　　　　社
03-3814-2151
06-6779-1531

011-271-2022
052-231-0125
082-261-7246
092-725-6677

電話番号事業所一覧

Q 啓林館ポータルとは？

A 指導書に付属する指導用データや画像等をダウンロードできるサービスです。

指導書をご購入いただいた学校の先生方がお使いいただけます。

Q 何がダウンロードできますか？

A 指導書付録 DVD-ROMと同様のものを、

WEBで閲覧、ダウンロードできます。

さらに、ポータル限定の資料を

ご用意しております。

指導の資料を
WEBから
ダウンロード

※制作中のため、仕様および内容は変更になる場合がございます。

keirin-jeigo

trial-jeigo

ユーザー名

パスワード

中学校
英語

keirin-jsugaku

trial-jsugaku

ユーザー名

パスワード

中学校
数学

keirin-jrika

trial-jrika

ユーザー名

パスワード

中学校
理科

指
導

書付録DVD ポータル
限定資料

中学校の体験版はこちら
https://jh.keirinkan-portal.com
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ここに、ユーザー名とパスワードを入力して、ログイン

電話（06）6779-1531
電話（03）3814-2151
電話（011）271-2022
電話（052）231-0125
電話（082）261-7246
電話（092）725-6677

〒543-0052 大阪市天王寺区大道4丁目3番25号
〒113-0023 東京都文京区向丘2丁目3番10号
〒060-0062 札幌市中央区南二条西9丁目1番2号 サンケン札幌ビル1階
〒460-0002 名古屋市中区丸の内1丁目15番20号 ie丸の内ビルディング1階
〒732-0052 広島市東区光町1丁目10番19号 日本生命広島光町ビル6階
〒810-0022 福岡市中央区薬院1丁目5番6号 ハイヒルズビル5階 

本　　社
東京支社
北海道支社
東海支社
広島支社
九州支社

https://www.shinko-keirin.co.jp/ 令和6年4月発行
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